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ゲノム編集技術を用いた戦略的な品種開発とその社会実装

サナテックシード設立の経緯

社会実装の課題
・大学は商業活動ができない
・CRISPR/Cas9の商業ライセンスの取得
・親品種

大学発ベンチャーの設立（2018年）
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代表者名 代表取締役会長 竹下 達夫
所 在 地 〒105-0001 東京都港区虎ノ門3－7－10 

ランディック虎ノ門ビル７F
株主構成 パイオニアエコサイエンス株式会社 92％

役職員 8%
役 員 取締役社長 竹下 心平

取締役最高技術責任者 江面 浩
関連会社 パイオニアエコサイエンス株式会社

サナテックシード株式会社について
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4炭素非タンパク質構成アミノ酸。
動物では、抑制性の神経伝達物
質

GABAとは？

Gamma ‒ Amino Butyric
Acid

γ-アミノ酪酸

リラックス効果

ストレス緩和

健康機能性成分として注目されている

高血圧症は世界に１０億人！
日常的な“食”生活を通じて
高血圧予防するのに有効な成分

血圧上昇抑制

軽症高血圧者
通常高血圧者

機能性トマトを開発したい
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少子高齢化の進行

日頃の食事を通した
健康維持が大事！

生活習慣病の
急速な増加
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http://www.geocities.jp

日本は超高齢化先進国
日本人人口ピラミッド

（百万人）
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高等植物におけるGABA代謝経路



ゲノム編集技術及び遺伝子改変の概要
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従来のトマト #87-17

自己抑制
ドメイン

自己抑制
ドメイン

GABA合成酵素（GAD） 遺伝子 GAD 遺伝子

GAD タンパク質 GAD タンパク質

GAD

非活性

H+

GAD

活性
GAD

常に活性化

CRISPR/Cas9
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ゲノム編集技術応用食品が社会に出るまで

開発者

環境影響

食品

農林水産省・環境省
with 専門家

厚生労働省
with 専門家

食品として
安全性に
問題がない

環境に
影響を
与えない

外来遺伝子が
残存して
いない 事前相談 商品化情報／データ 届出
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環境影響に関する情報（所管官庁・環境省・農水省）
a) カルタヘナ法に規定されている細胞外で加工した核酸またはその複製物が残存していない
ことが確認された生物であること（その根拠を含む）

b) 改変した生物の分類学上の種
c) 改変に利用したゲノム編集の方法
d) 改変した遺伝子および当該遺伝子の機能
e) 当該改変により生じた形質の変化
f) (e)以外に生じた形質の変化の有無（ある場合はその内容）
g) 当該生物の用途
h) 当該生物を使用した場合に生物多様性影響が生ずる可能性に関する考察

食品に関する情報（所管官庁・厚労省）
1. 品目、品種名、利用方法及び利用目的
2. ゲノム編集技術の方法及び改変の内容
3. ＤＮＡの変化（オフターゲット含む）が新たなアレルゲンの産生や既知の毒性物質の増強を
生じないこと、その他ヒトの健康に悪影響を及ぼすことがないことの確認に関する情報

4. 導入遺伝子およびその一部の残存がないことの確認に関する情報
5. 代謝系に影響を及ぼす改変を行ったものについては、当該代謝系に関連する主要成分の変化
に関する情報

届出内容について
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ゲノム編集技術及び遺伝子改変の概要
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その他の代謝産物への影響

既存の毒性成分であるトマチンが検出されないことや、
複数のプログラムにて新たなアレルゲンが発生していないことも確認した



外来遺伝子の有無

1. PCR法
2. サザンハイブリダイゼーション法

異なる２つの方法で、
移入したCRISPR/Cas9 発現カセットが残存していないことを確認した。
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生物多様性影響について

（１）競合における優位性（野生植物を駆逐しないか）
① これまでに、我が国においては自然環境下で近縁野生種及び栽培トマトの野生化
は報告されていない。
② 形態や生育の特性等について、#87-17と野生型の比較調査を行ったところ、統計
学的有意差や形態異常は認められず、野生型と#87-17間で相違はないと考えられた。
③ 種子の生産性、休眠性、越冬性について、#87-17と野生型の比較したところ、統
計学的有意差は見られなかった。

（２）有害物質の産生性（野生動植物に対して有害な物質を生産しないか）
① トマトの既知の有害物質としてトマチンが知られている。#87-17の赤熟果実にお
いてトマチンは検出されなかった。
② GABAは動植物に存在するアミノ酸でありアレルゲン性はない。動物では抑制性神
経伝達物質であることが知られているが、過剰摂取による中毒性が認められたとい う
報告はない。
③ 標的形質以外の形質の変化はないと推察されるため、有害物質の産生性に起因す
る物質についても新たに発生する可能性は低い。

（３）交雑性（近縁の野生植物と交雑して拡がらないか）
栽培種トマトと交雑が可能な近縁野生種は９種あるが、我が国でこれらの近縁野生種
が自生している報告はない。
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届出提出済み

生物多様性影響 に関する情報
（所管官庁・環境省・農水省）

食品 に関する情報
（所管官庁・厚生労働省）

飼料 に関する情報
（所管官庁・農林水産省）

2020年12月11日に届出および情報提供書を提出をいたしました
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#87(T0)

×
もう一つの
親系統

#87-17(T2以降)

シシリアンルージュ
ハイギャバ

#87-17(T1)

今回届出した領域

市場へ

届出した系統#87-17と
シシリアンルージュハイギャバの関係



シシリアン
ルージュ
ハイギャバ

シシリアン
ルージュ シシリアン

ルージュ
ハイギャバ

シシリアン
ルージュ

糖度 GABA

Brix（甘みや酸味）は元の品種と変わらない GABAの量だけが増加

Br
ix(
°)

GA
BA
量
(m
g/
10
0g
FW
)

シシリアンルージュハイギャバの特性
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家庭菜園者に直接アプローチ

栽培モニタープログラム
プロシューマー（農家と消費者）へのアプローチ

- 栽培から消費までのプロセスに関わる
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Producer Consumer Prosumer



日本全国4,000名に苗を無料配布
全国の4,000名に家庭菜園苗の栽培キットを無料配布
モニタリングを実施
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提供したもの
• 苗4本
• 肥料
（ミネラル、微生物資材）

LINEを通じた
コミュニケーション

栽培サポート
• 栽培マニュアル

（写真・動画）
• オンラインセミナー
• レシピ集



コミュニティのちから
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LINEオープンチャット

1,200人近くの方が参加
毎日100件以上のやりとり

モニター同士がハイギャバトマト
について積極的に語り合う

お互いにヒントを与え合い、励まし合う

積極的にシェア

参加者は個人のSNS
（Instagramなど）
で体験情報を共有

GABA-1 グランプリ

モニターさんの
トマトのGABAを測定し、

その含有量を競う
コンテストの開催

ポジティブな声

ゲノム編集トマトに
対するモニターからの
否定的な反応は
ありませんでした



種苗会社から消費者まで

従来のバリュー（サプライ）チェーン
種苗から食卓までの一般的な流れ
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消費者生産者種苗会社 流通/販売業者



新しいアプローチへの挑戦

お客様に商品を直接お届けする
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消費者生産者種苗会社 流通/販売業者



私たちのアプローチ
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すべてのトマトを
契約農家で栽培し、
できた青果物を
全て買い取る

生鮮品だけでなく加工品
（ピューレ／パウダー／その他）

家庭菜園用苗を
オンライン販売する

消費者
特にGABAの効果を
期待する方に直接販売する
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消費者は
私たちの

ウェブサイトに
アクセスすれば
いつでもどこでも
直接購入する
ことができる

最初の販売後も
消費者との
双方向

コミュニケーション
ができる

お客様のニーズを
理解することで、
ゲノム編集製品を

さらに発展させる方法を
学ぶことができます

種子から製品まで
バリューチェーンを

通じた
トレーサビリティーを

一貫して示す
ことができる

(表示/生産者データ/土壌
/樹液/その他)

1 2 3

D2Cのメリット



• ゲノム編集技術で品種改良をしていること
• 厚生労働省や農林水産省に届出をしていること

表示について
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ゲノム編集トマトが創るネットワーク
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消費者 家庭菜園

契約農家


